
いわぬま

2017・5
第136号

市
議
会
だ
よ
り

第136
号

☎
0223（

22）1111（
代
表
）　
内
線
 272・

273
印
刷
／
株
式
会
社
ソ
ノ
ベ

H
P　
http://w

w
w
.gikai-iw

anum
a.jp/

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

水
な
し
印
刷
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

文武両道！
県大会上位入賞を目指して、
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市議会だより
～平成29年2月定例会～

主 な 内 容
◆議案等に対する議員の賛否状況と審議結果………２

◆会派代表質問 …………………………………… ３～４

◆会派に所属しない議員の一般質問…………… 5～６

主 な 内 容
◆議案等に対する議員の賛否状況と審議結果………２

◆会派代表質問 …………………………………… ３～４

◆会派に所属しない議員の一般質問…………… 5～６

主 な 内 容
◆議案等に対する議員の賛否状況と審議結果………２

◆会派代表質問 …………………………………… ３～４

◆会派に所属しない議員の一般質問…………… 5～６

市議会公式
フェイスブックページ

いいね！

「QRコード」

  してね！



2

市議会だより　5月号

平成29年第1回（2月）定例会
 2月21日から3月10日まで

議案等に対する議員の賛否状況と審議結果
○…賛成、×…反対

議案番号

会派名・議員氏名

審議した議案等

いわぬま
アシスト 岩沼政策フォーラム

長
田　

忠
広

渡
辺
ふ
さ
子

酒
井　

信
幸

布
田　

恵
美

審議結果
大
友　
　

健

須
藤　
　

功

植
田
美
枝
子

沼
田　

健
一

飯
塚　

悦
男

菊
地　
　

忍

国
井　

宗
和

佐
藤　
一
郎

佐
藤　

剛
太

佐
藤　

淳
一

髙
橋　

光
孝

布
田　
一
民

櫻
井　
　

隆

森　
　

繁
男

議 案1号 岩沼市コミュニティセンター条例 ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案2号 職員の育児休業等に関する条例及び岩沼市職員の勤務時間、休暇等に関する条例（一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案3号 岩沼市市税条例等（一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案4号 岩沼市敬老祝金及び特別敬老祝金支給条例（一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案5号 岩沼市介護福祉条例（一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案6号 岩沼市指定地域密着型サービスに係る事業者の指定に関する基準並びに事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例（一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案7号 岩沼市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案8号 岩沼市火災予防条例（一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案9号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適 任
議 案10号 町及び字の区域を変更すること ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案11号 市道路線の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案12号 訴えの提起 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案13号 平成28年度岩沼市一般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案14号 平成28年度岩沼市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案15号 平成28年度岩沼市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案16号 平成28年度岩沼市介護保険事業特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案17号 平成28年度岩沼市公共下水道事業特別会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案18号 平成28年度岩沼市特定公共下水道事業会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案19号 平成28年度岩沼市水道事業会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案20号 平成29年度岩沼市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案21号 平成29年度岩沼市国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案22号 平成29年度岩沼市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案23号 平成29年度岩沼市介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案24号 平成29年度岩沼市公共下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案25号 平成29年度岩沼市農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案26号 平成29年度岩沼市特定公共下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案27号 平成29年度岩沼市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案28号 岩沼市副市長の選任につき同意を求めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議 案29号 岩沼市固定資産評価員の選任につき同意を求めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議 案30号 工事請負契約の締結（新火葬場建築工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案31号 工事請負契約の締結（新火葬場電気設備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案32号 工事請負契約の締結（新火葬場火葬炉設置工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
意 見1号 保育所待機児の解消と保育の充実を求める意見書 ○ × × ○ × ○ 否 決
請 願2号 インターネットによる議会映像の配信についての請願 ○ × × ○ × × 不 採 択

閉会中の継続調査の件（各常任委員会の調査事件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決 定
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市議会だより　5月号

地　

方　

創　

生

問　

地
方
創
生
事
業
で
ど
の
よ
う
な
効

果
が
生
ま
れ
る
の
か
。

総
務
部
参
事　
総
合
戦
略
を
策
定
し
て
、

実
際
行
っ
て
み
な
が
ら
確
認
し
ま
す
。

ま
た
、
国
の
交
付
金
の
流
れ
も
確
認
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問　

地
方
創
生
の
着
地
点
は
ど
こ
か
。

（
地
理
的
条
件
の
い
い
）
岩
沼
市
が
人

口
減
少
を
受
け
入
れ
る
の
が
地
方
創
生

か
。

市
長　

国
の
進
め
る
人
口
対
策
と
一
致

し
な
け
れ
ば
（
創
生
）
事
業
が
認
定
さ

れ
ま
せ
ん
。
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
狙
い
を
見
定
め
て
そ
れ
に
合
う
交

付
金
を
申
請
し
て
い
き
ま
す
。

問　
（
今
行
っ
て
い
る
）
地
方
創
生
事

業
か
ら
、
新
し
く
生
ま
れ
る
も
の
は
何

か
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
利

益
を
も
た
ら
す
の
か
。

市
長　

子
育
て
支
援
、
若
い
方
々
の
住

み
や
す
さ
、
結
婚
の
支
援
等
の
事
業
を

行
い
、
し
っ
か
り
効
果
が
現
れ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

公
設
小
売
市
場
跡
地

問　
「
母
に
な
る
な
ら
流
山
市
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
子
育
て
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
千
葉
県
流
山
市
の
よ
う

に
、
岩
沼
駅
を
利
用
し
て
通
勤
し
て
い

る
方
の
た
め
に
、
朝
、
子
ど
も
た
ち
を

預
か
り
保
育
所
に
送
迎
し
、
保
育
終
了

後
も
預
か
る
（
仮
）
駅
前
保
育
送
迎
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

公
設
小
売
市
場
（
跡
地
）
に
お

い
て
の
駅
前
保
育
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
子
育
て
に
関

し
て
は
今
か
ら
方
向
付
け
を
示
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
と
し
て
行

え
ば
、
子
育
て
支
援
に
役
立
つ
の
で
は

な
い
か
。

市
長　

全
面
否
定
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
駅
前
全
体
に
つ
い
て
は
、

職
員
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で
議
論

し
て
い
ま
す
の
で
、
情
報
等
を
把
握
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

問　

岩
沼
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

新
産
業
エ
リ
ア
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

会

派

代

表

質

問

岩
沼
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

若
者
目
線
の
ま
ち
づ
く
り
を

建
設
部
長　

こ
の
エ
リ
ア
を
新
産
業
エ

リ
ア
と
位
置
付
け
、
広
域
交
通
の
利
便

性
を
生
か
し
商
工
業
用
地
と
し
て
活
用

を
見
据
え
、
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
な

ど
適
正
な
土
地
利
用
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

消
滅
可
能
性
都
市
２
０
４
０
年
推

計
が
発
表
さ
れ
東
北
（
福
島
を
除
く
）

に
お
い
て
は
、
１
３
７
の
市
町
村
が
消

滅
可
能
性
都
市
と
い
う
予
想
が
さ
れ
て

い
る
。
大
き
な
要
因
は
、
若
年
女
性
人

口
の
減
少
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

消
滅
可
能
性
都
市
に
な
ら
な
い
た
め
の

人
口
対
策
を
伺
う
。

市
長　
「
安
定
し
た
雇
用
」「
子
育
て
支

援
」「
教
育
環
境
の
充
実
」
の
三
つ
の

柱
で
人
口
対
策
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

子

育

て

支

援

問　

待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
に
、

ど
れ
く
ら
い
の
期
間
と
予
算
投
入
を
考

え
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

４
月
に
は
小
規
模
保

育
の
事
業
所
１
カ
所
が
開
設
し
て
約
19

名
の
定
員
増
を
見
て
お
り
、
東
保
育
所

に
つ
い
て
は
31
年
の
４
月
に
30
名
の
定

員
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
30
年
度
に

は
一
部
の
保
育
園
が
認
定
こ
ど
も
園
と

い
う
こ
と
で
若
干
定
員
を
増
や
す
な
ど

の
準
備
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
順
次
待

機
児
童
の
解
消
に
向
か
う
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
投
入
す
る
予
算
は
施
設
の

整
備
費
で
、
東
保
育
所
に
関
し
て
約
６

億
円
の
資
本
投
下
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
国
が
取
り
組
む
処
遇
改
善
等
の

補
助
金
を
活
用
し
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

・
仙
台
空
港
民
営
化
へ
の
対
応
と
取
組

・
新
火
葬
場
建
設

・
岩
沼
市
防
災
ラ
ジ
オ

・
原
遺
跡
の
調
査

・
学
校
の
教
育
環
境
向
上

会
派
所
属
議
員

　

森　

繁
男
、
櫻
井　

隆
、
沼
田
健
一

　

飯
塚
悦
男
、
布
田
一
民
、
国
井
宗
和

　

佐
藤
一
郎
、
佐
藤
淳
一
、
髙
橋
光
孝

　

菊
地　

忍
、
佐
藤
剛
太

佐
藤　

淳
一

菊
地　
　

忍

髙
橋　

光
孝

佐
藤　

剛
太



4

市議会だより　5月号

ご
み
焼
却
灰
の
外
部
委
託

問　

岩
沼
市
は
新
年
度
か
ら
恥
ず
か
し

い
自
治
体
に
な
る
。
生
活
ご
み
を
自
分

た
ち
で
処
理
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
。

　

岩
沼
市
な
ど
２
市
２
町
で
つ
く
る
亘

理
名
取
共
立
衛
生
処
理
組
合
の
、
焼
却

灰
な
ど
を
埋
め
る
最
終
処
分
場
が
29
年

度
中
に
満
杯
に
な
る
。
長
岡
に
あ
る
処

分
場
だ
が
、
焼
却
灰
の
埋
め
立
て
は
外

部
に
委
託
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　

委
託
先
は
県
外
の
民
間
業
者
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
、
契
約
に
向
け
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。

副
市
長　

29
年
度
か
ら
の
計
画
で
、
複

数
の
受
け
入
れ
先
と
量
や
単
価
も
含
め

て
協
議
し
て
い
ま
す
。

問　

４
月
か
ら
で
き
る
の
か
。

市
長　

年
度
当
初
か
ら
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　

２
市
２
町
に
よ
る
ご
み
処
理
広
域

化
は
14
年
か
ら
だ
。
そ
の
２
年
前
に
、

新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
は
岩
沼
市
に
、

最
終
処
分
場
は
名
取
市
に
設
置
す
る
こ

と
に
し
た
。
岩
沼
市
は
そ
の
責
任
を
果

た
し
た
が
、
最
終
処
分
場
は
用
地
確
保

の
め
ど
さ
え
立
っ
て
い
な
い
。

　

外
部
に
委
託
す
る
と
、
年
間
約
２
億

円
の
お
金
が
余
計
に
掛
か
る
。
ご
み
収

集
の
有
料
化
を
早
め
る
要
因
に
な
り
か

ね
な
い
。
最
終
処
分
場
建
設
の
難
航
は

２
市
２
町
の
市
長
・
町
長
の
責
任
だ
。

ま
た
、
議
員
に
も
責
任
が
あ
る
。

　

ご
み
処
理
を
自
己
完
結
で
き
な
い
情

け
な
い
自
治
体
に
転
落
し
た
岩
沼
で
あ

る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
議
員
・
議
会
も

強
く
自
覚
す
る
べ
き
だ
。

　

新
年
度
か
ら
の
外
部
委
託
で
新
た
な

負
担
は
ど
れ
ぐ
ら
い
見
込
ま
れ
る
か
。

副
市
長　

組
合
全
体
で
約
２
億
円
。
岩

沼
市
の
負
担
率
は
27
％
に
な
る
こ
と
か

ら
、
負
担
金
は
５
３
０
０
万
円
程
度
と

考
え
て
い
ま
す
。

公
設
小
売
市
場
跡
地
の
活
用

亀
塚
第
一
住
宅
跡
地
の
活
用

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
に

も
箱
物
は
必
要
だ
。
そ
の
一
つ
、
二
つ

が
公
設
小
売
市
場
跡
地
と
亀
塚
第
一
住

宅
跡
地
の
活
用
だ
。
他
会
派
の
代
表
質

問
で
は
、亀
塚
の
施
設
を
め
ぐ
っ
て「
青

年
海
外
協
力
協
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
あ
り

き
」
で
は
な
い
か
と
指
摘
も
出
た
。

会

派

代

表

質

問

い
わ
ぬ
ま
ア
シ
ス
ト

大
友　
　

健

ご
み
の
最
終
処
分
で
き
な
い
ま
ち

　

議
会
軽
視
と
い
う
言
葉
も
あ
る
が
、

ち
ょ
っ
と
度
が
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
の
め
り
込
み
客

観
的
視
点
を
失
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

亀
塚
跡
地
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
提
案

を
受
け
た
完
成
予
想
図
も
あ
り
、
市
民

向
け
の
パ
ネ
ル
展
示
も
あ
っ
た
。
そ
の

進
め
方
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
公
設
跡

地
利
用
で
設
置
し
た
検
討
委
員
会
で
は

ど
ん
な
意
見
や
要
望
が
出
た
の
か
。

総
務
部
参
事　
世
代
間
交
流
が
で
き
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
が
で
き
、
情
報
発
信
す

る
場
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問　

そ
の
際
、青
写
真
を
示
し
た
の
か
。

市
長　

青
写
真
や
完
成
予
想
図
は
ま
だ

作
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
交
付
金
申
請

で
イ
メ
ー
ジ
図
は
作
り
ま
し
た
。

問　
（
拠
点
整
備
交
付
金
申
請
は
）
収

益
の
あ
る
事
業
や
雇
用
の
創
出
が
な
い

と
採
択
さ
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
予
算
獲

得
の
め
ど
は
あ
る
の
か
。

市
長　

も
と
も
と
交
付
金
は
念
頭
に
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
断
念
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
付
金
あ
り
き
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
活
用
で
き
る
も
の
は
使

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
交
付
金
が
す
べ

て
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

亀
塚
の
地
域
懇
談
会
で
は
ど
ん
な

意
見
や
要
望
が
出
た
の
か
。

総
務
部
参
事　

公
設
に
関
す
る
こ
と
も

出
ま
し
た
。
町
内
会
の
地
域
活
動
の
拠

点
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

問　

公
設
と
亀
塚
の
跡
地
を
活
用
し
た

施
設
の
役
割
が
重
複
し
な
い
か
。

総
務
部
参
事　

役
割
分
担
を
明
確
に
し

て
、
連
携
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　

亀
塚
跡
地
は
「
全
市
を
対
象
と
す

る
施
設
」
に
し
て
は
ど
う
か
。
例
え
ば

民
間
活
力
で
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
造
り
、

１
、
２
、
３
階
フ
ロ
ア
を
岩
沼
市
が
使

用
す
る
の
は
ど
う
か
。
名
取
市
が
駅
前

で
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
。

市
長　

も
う
決
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
と

困
り
ま
す
。
い
い
提
案
が
あ
れ
ば
採
用

し
ま
す
。
全
市
を
対
象
と
し
た
施
設
、

あ
る
い
は
学
区
（
で
考
え
る
の
）
も
一

つ
の
方
法
で
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
ま
ち
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
派
所
属
議
員

　

植
田
美
枝
子
、須
藤　

功
、大
友　

健



5 Iwanuma Shigikai-dayori

市議会だより　5月号

問　

昨
年
12
月
議
会
で
「
避
難
所
ご
と

に
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
初
動
期

の
体
制
」
を
提
案
し
た
が
、
29
年
度
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

防
災
課
長　

同
一
避
難
所
を
利
用
す
る

町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
の
関
係
者
同

士
で
協
議
の
場
を
設
け
る
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
さ

ら
に
、マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
あ
る
程
度
音
頭
を
と
り
な
が

ら
、
避
難
所
ご
と
に
作
成
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

国
で
は
、「
避
難
所
準
備
情
報
を

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
に

名
称
を
変
更
し
た
。
こ
の
こ
と
を
し
っ

か
り
周
知
徹
底
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と

っ
た
の
か
伺
う
。

防
災
課
長　

広
報
い
わ
ぬ
ま
２
月
号
に

名
称
変
更
の
情
報
を
掲
載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
フ
エ
ム
い
わ
ぬ
ま
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問　

高
齢
者
へ
の
意
識
付
け
が
非
常
に

重
要
な
の
で
、
そ
の
こ
と
も
し
っ
か
り

対
応
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
伺
う
。

防
災
課
長　

高
齢
者
に
対
し
て
の
周
知

は
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
例
え
ば
地
区
の
老
人
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
な
ど
の
集
ま
り
の
場
を
利

用
し
て
周
知
徹
底
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。要

支
援
者
対
策
の
充
実
を
！

問　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
体
制

を
充
実
さ
せ
て
は
ど
う
か
伺
う
。

防
災
課
長　

具
体
策
と
し
て
、
避
難
行

動
要
支
援
者
の
情
報
を
自
治
会
や
自
主

防
災
組
織
等
に
提
供
し
、
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
自
治
会
、
自

主
防
災
組
織
や
避
難
行
動
支
援
者
等
と

協
議
し
な
が
ら
、
避
難
支
援
者
を
選
定

し
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
支
援
体
制
が

構
築
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

総
務
部
長　

先
行
事
例
な
ど
を
参
照
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
地
方
創
生

問　

被
災
者
の
医
療
介
護
の
一
部
負
担

減
免
が
打
ち
切
ら
れ
て
11
カ
月
に
な
る
。

県
内
被
災
者
の
免
除
打
ち
切
り
に
関
す

る
は
が
き
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
持

病
を
持
っ
て
い
る
方
が
94
・
８
％
、
岩

沼
の
災
害
公
営
住
宅
の
方
か
ら
は
「
災

害
公
営
住
居
に
入
居
で
き
た
が
、
年
金

で
は
家
賃
と
生
活
費
で
医
療
費
に
回
ら

な
い
」「
同
じ
県
民
で
な
ぜ
ば
ら
ば
ら

な
の
か
」「
食
費
を
切
り
詰
め
て
い
る
」

な
ど
悲
痛
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
へ
の
国
の
特

別
調
整
交
付
金
（
震
災
に
関
連
し
た
国

の
国
保
へ
の
支
援
金
）
の
27
年
度
交
付

額
を
伺
う
。

健
康
増
進
課
長　

１
億
４
９
５
６
万
３

０
０
０
円
の
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
。

問　

27
年
度
国
保
一
部
負
担
金
の
免
除

額
及
び
岩
沼
市
の
負
担
分
を
伺
う
。

健
康
増
進
課
長　

１
月
か
ら
12
月
診
療

分
が
３
０
２
３
万
９
７
４
１
円
、
市
負

担
分
は
６
０
４
万
８
０
０
０
円
で
す
。

問　

28
年
度
特
別
調
整
交
付
金
は
被
災

３
県
の
み
財
政
支
援
に
な
り
、
試
算
額

は
１
億
１
９
６
５
万
円
、
県
の
28
年
度

調
整
交
付
金
２
号
交
付
金
の
見
込
額
が

１
７
１
４
万
２
０
０
０
円
。
何
よ
り
被

災
者
の
医
療
免
除
措
置
に
使
う
べ
き
で

は
。

健
康
増
進
課
長　

保
険
給
付
費
の
財
源

及
び
国
保
事
業
全
体
に
係
る
財
源
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

国
保
の
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
、

震
災
前
の
22
年
度
と
27
年
度
の
決
算
額

を
伺
う
。

健
康
増
進
課
長　

22
年
度
は
４
億
６
７

２
１
万
４
８
４
７
円
、
27
年
度
は
７
億

９
８
１
２
万
２
６
７
７
円
で
す
。

命
守
る
温
か
い
心
こ
そ
必
要

問　

対
象
と
な
る
の
は
大
規
模
半
壊
の

非
課
税
世
帯
、
ほ
と
ん
ど
高
齢
の
年
金

暮
ら
し
の
方
で
あ
る
。
何
よ
り
命
と
暮

ら
し
を
守
る
温
か
い
心
こ
そ
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。
特
別
調
整
交
付
金
や
財

政
調
整
基
金
を
活
用
し
、
免
除
措
置
を

復
活
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

被
災
し
た
方
々
の
自
立
が
完
了

し
て
お
り
、
国
保
だ
け
の
免
除
は
し
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
汚
染
廃
棄
物
の
試
験
焼
却

・
就
学
援
助
制
度

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
医
療
費
等

一
部
負
担
金
免
除
の
復
活

渡
辺　

ふ
さ
子

防
災
対
策

長
田　

忠
広

会

派

に

所

属

し

な

い

議

員

の

一

般

質

問
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見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い

水
な
し
印
刷
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

問　

28
年
度
現
時
点
で
の
セ
ミ
ナ
ー
ル

ー
ム
の
使
用
件
数
は
何
件
に
な
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
研
修
会
で
、
こ
れ

ま
で
に
78
件
、
１
１
７
３
人
の
方
々
が

使
用
し
て
い
ま
す
。

問　

市
民
図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
の

使
用
を
、
な
ぜ
講
義
や
講
演
に
限
定
す

る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

市
民
図
書
館
に
は
設

置
目
的
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
教
養
、

調
査
、
研
究
等
の
生
涯
学
習
活
動
に
資

す
る
公
共
施
設
と
い
う
こ
と
で
、
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
は
、
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ

学
習
の
場
を
確
保
す
る
目
的
に
沿
っ
て

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

一
般
開
放
す
べ
き
と
思
う
が

問　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
を
一
般
や
団
体

等
、
図
書
館
に
関
係
す
る
研
修
会
や
会

議
に
は
貸
し
出
す
が
、
そ
れ
を
含
ま
な

い
会
議
に
貸
し
出
さ
な
い
の
は
理
解
で

き
な
い
。

市
長　

基
本
的
に
は
学
習
の
場
と
し
て

の
施
設
で
す
の
で
、
設
置
条
例
に
沿
っ

て
使
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
般
利
用
に
つ
い
て
は
、
柔
軟
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
夏

休
み
と
冬
休
み
に
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
を

自
習
室
と
し
て
開
放
し
て
い
る
と
あ
る

が
、
い
つ
か
ら
開
放
し
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

28
年
の
夏
休
み
か
ら

始
め
て
い
ま
す
。
８
月
土
・
日
曜
日
の

８
日
間
で
41
名
が
使
用
し
ま
し
た
。

問　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
が
４
室
あ
り
、

年
間
の
使
用
が
78
件
、
多
い
と
は
思
え

な
い
。巨
費
を
投
入
し
た
建
物
な
の
で
、

使
用
規
定
を
改
善
し
て
市
民
に
開
放
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

基
本
的
に
は
、
図
書
館
は
図
書

館
と
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
く
の
が
原

点
だ
と
思
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
柔

軟
に
使
用
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

今
回
創
設
す
る
防
災
士
の
資
格
取

得
助
成
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

自
主
防
災
組
織
等
の
推
薦

に
よ
り
、
防
災
士
の
資
格
取
得
を
希
望

す
る
方
に
１
人
４
万
円
を
限
度
と
し
て

助
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

受
講
対
象
者
の
規
模
（
人
数
）
や
、

年
齢
等
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

防
災
課
長　

受
講
対
象
者
は
、
自
主
防

災
組
織
等
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
方
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
規
模

は
29
年
度
25
名
程
度
と
な
り
ま
す
。

問　

ど
の
よ
う
な
形
で
資
格
取
得
助
成

制
度
の
内
容
や
推
薦
に
つ
い
て
提
示
し

て
い
く
の
か
、
そ
の
方
法
を
伺
う
。

防
災
課
長　

自
主
防
災
組
織
や
町
内
会

の
皆
さ
ん
に
、
防
災
士
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
を
ま
ず
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

続
い
て
研
修
や
試
験
を
受
け
る
こ
と

に
つ
い
て
の
手
続
き
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

そ
の
後
、
自
主
防
災
組
織
等
か
ら
推

薦
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
25
名
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

防
災
意
識
の
高
い
方
々
が
多
数
い

て
、
25
名
の
枠
を
超
え
た
場
合
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

防
災
課
長　

25
名
を
超
え
た
場
合
に

は
、
そ
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
次

年
度
も
こ
う
い
っ
た
助
成
が
で
き
る
か

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

防
災
士
資
格
者
の
組
織
化
を

問　

既
に
資
格
を
有
す
る
市
民
と
今
後

防
災
士
資
格
取
得
者
に
お
い
て
、（
仮
）

岩
沼
市
防
災
士
会
と
い
っ
た
よ
う
な
組

織
を
構
成
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
資
格

取
得
後
の
研
修
の
機
会
を
重
ね
、
災
害

時
の
後
方
支
援
要
員
と
し
て
育
ん
で
は

ど
う
か
。

防
災
課
長　

防
災
士
の
皆
さ
ん
の
情
報

共
有
の
場
、
そ
し
て
市
防
災
担
当
と
の

連
携
等
は
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
い
ろ
い
ろ
研
究
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

市
民
図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
の
利
用

酒
井　

信
幸

防
災
力
向
上

布
田　

恵
美

岩沼市民図書館

会

派

に

所

属

し

な

い

議

員

の

一

般

質

問


